
〈母島

人織

は
脳

飢
門
同
様
G

人

投

門

v
民
間
彼
自
同
所
海
営
型
補
助
金
一
億

一
一
ヰ
九
円
八
十
三
万

AL2内

マ
民
間
保
汗
怖
心
弘
4
同
校
助
費
等
旧
泊
7指出加

夜
間
日
同
掛
川
六
位
4

ハ
F
十
)
万
九
平
山
内

マ
小
学
問
唱
師
事
柄
之
二

γκ
丸げで

-F

、

J

f

マ
生
活
保
湾
扶
助
資
七
G
七
百
九
l

J

山
十
三
力
一

f
i
l
-
-
1可子
守

港
内
f

疑

事

堂

、

富

上

京

-
F
u
j
i
-

地
下
銭
円
台
前
改
築
、
氾
小
学
校
校
舎
弘
熱
器
暗
殺
滋
後
務
総
時
油
開
p

お
よ
び
講
気
来
日
出
内
忍
劇
場
新
』
出
掛
溺
緯
線
明
記
議
後
お
お
銭
滋
綴
喝

松山川
JiA小
学
校
講
堂
与
党
〔
国
内
務
討
議

iz暴
言
E
1

新
築
、
仮
称
第
一
一
金
白
金
持
校
台
マ
常
一
綬
白
地
盤
儲
事
業
補
助
金
〈
関
崎

新
築
、
同
用
地
買
収
、
そ
の
他
地
区
一
農
議
暗
殺
敬
語
翠
脅
か
町
一
計
画

マ
中
ム
校
拒
煽
宮
英
六
億
六
千
…
一
一
沼
の
初
年
度
分
)
間
千
百
三
七
万
内

七

十

九

万

四

τ

円

玄

暴

露

窓

泊

四

品

六

日

日

十

二

万

神
間
山
中
校
講
堂
校
日
出
内
活
協
同
明
記
訓
一
一
一
J
i

河

梨
、
同
プ
ー
ル
甚
日
明
、
大
野
中
学
校
マ
士
地
改
良
事
業
一
櫨
代
氾
四
百
四

議
定
先
陣
内
沼
溺
埼
改
棒
、
土
沢
中
十
八
万
何
千
円

学
校
弘
前
官
校
地
務
局
、
そ
の
伯
駒
内

e徳
廷
か
ん
が
い
排
水
路
改
棲

寸
劫
帥
弘
樹
等
就
銅
紫
励
締
助
事
業
一
中
岡
崎
e

小
時
下
堰
故
皆
、
病
部
4

同市

鶴
一
千
九
白
七
十
九
万
六
千
円
〈
合
障
問
問
遜
故
車
、
そ
め
他

マ
公
民
館
接
待
事
業
ハ
位
転
向
削
尿
A
M出
マ
農
業
近
代
化
合
理
化
資
金
等
刻
字
補

館
分
〉
}
器
一
千
五
十
八
万
七
手
一
向
絶
叫
明
助
金
}
千
七
百
七
十
五
芳
一
一
一
千

マ
律
背
施
設
鞍
掃
事
業
八
千
八
百
二
一
向

十
一
万
五
千
円
マ
魚
時
限
法
昨
刷
工
事
費
一
ニ
亙
刀
円

市
民
メ
ボ
}
Y広
場
整
輔
、
国
外
滋
マ
広
域
商
業
診
断
事
後
指
一
喝
事
業
資

愛
護
間
一
照
明
設
懲
高
崎
、
有
一
ぴ
百
二
十
〕
万
九
千
円

つ
子
広
場
新
ル
眠
、
そ
の
他
寸
中
小
企
業
近
代
化
設
備
借
金
町
利
子
補

i
3
i
3
f

助

金

一

工
u
d
一
万
三
平
一
月

ぬ

墨

彩

感

駁

割

安

芸

善

命

融

対

酷

〈

預

託

金

〉

点
制
緩
毅
級
紙
叙
制
縁
組
前
線
南
一
億
八
千
万
円

jea星
雲
彦
警

3
‘

ヤ

七

夕

ま

つ

め

d

も
産
業
ま
つ
主
民
催
姿

マ
件
一
日
高
官
宅
公
明
靖
ケ
丘
i
十代凸

F
4
託
斜
一
一
千
一
一
一
百
八
十
百
曲
一

時世
A

抽
出
窓
ほ
か
〉
建
設
事
桑
}
鵠
五
千
マ
鉱
業
対
知
事
業
)
徳
七
百
約
十
れ

六
一
百
四
十
四
万
九
平
内
万
六
千
円

ヤ
公
開
鴨
居
間
事
業
八
千
三
由
七
十
五
弘
主
義
鶏
鴻
持
議
謂
穿

F

万

二

十

円

熟

線

ぽ

樹

事

務

必

殺

拘

相

続

財

y

m
H
十
顕
川
公
開
堅
議
、
仮
郡
明
第
一

d
脇
綴
溶
液

V
V線
灘
務
総
理

マ3pz
罪
悪
一
義
主
玉
虫
、
ま
と
と
に
威
し
い
も
の
が
あ
D
ま
す
か
、
地
方
自
治
誌
に
は
景
気
り

t管
に
か
か
わ
ム
詰
語
、
議
議
葉
、
霊
マ
都
市
改
造
事
業
;
十
一
一
億
一
一
一
千
三
百

?
妻
、
や
ら
た
仔
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
出
ほ
ど
あ
2
7
0
H重
注

を

で

き

と

、

つ

む

:

各

市

白

さ

き

ム

治

問

霊

童

公

閣

議

、

七

十

一

一

万

八

五

?

H

H

れ

に

カ

ャ

j

a

n

系
6
」
品
4

一
札
践
、
そ
の
他

マ

す

が

、

平

需

E
P
Zで
、

昭

和

五

十

一

一

一

年

度

白

予

算

全

編

成

主

し

ご

年

室

長

主

義

へ

向

け

て

ム

寸

皇

室

説

得

喜

事

業

主

z
m刊
誌

諸

問

一

十

六

億

マ
ゐ
ま
ち
づ
く
huの
た
め
の

ρ
新
平
塚
許
画
ハ
仮
称
〉

u
を
策
定
す
る
と
あ
っ
て
、
年
度
当
初
一
か
ら
慌
た
だ
し
い
う
h
U一
昔
を
見
せ
-

9

ム
一
二
十
日
一
一
十
万
円

マ
現
時J
一
新
設
町
班
員
霊
山
八
億
二
千
円
品

村

v

:
て
い
主
7a
そ
と
一
一
言
予
四
時
議
成
の
背
景
霊
場
い
な
が
ら
、
そ
白
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す

fizz--宮内
ee--ム
マ
消
防
櫨
設
整
指
事
業
中
ハ
千
一
一
…
百
三
百
四
工
u
方
密
平
均

+

二

万

一

平

円

幹

道

玄

号

、

幹

道

十

五

百

守

、

神

田

九

昭
和
五
十
一
一
一
年
度
の
平
賢
市
の
当
初
罵
終
日
応
、
教
育
臨
時
白
補
正
と
し
て
十
生
活
躍
訓
筑
語
丈
ば
、
市
む
推
描
〈
木
@
し
す
す
め
て
い
く
と
な
り
ま
す
と
、
そ
守
防
災
対
持
事
業
一
千
E
5ニ
ト
四
十
号
、
大
野
一
一
…
十
四
号
、
金
百
ニ
子

予
算
額
は
、
一
般
会
計
宣
言
一
一
一
十
一
一
一
二
億
一
千
一
一
一
百
高
(
仮
称
第
一
一
昔
花
の
遺
書
を
す
る
P
緑
色
議
H

の
黙
換
が
、
心
配
に
な
っ
て
き
ま
す
。
少
万
九
千
匂

〕
e

四
十
号
静
改
良
、
側
銀
肺
訴
設
、
)

抽
出
む
宇
一
芸
白
万
円
1

全
会
計
で
ほ
四
百
小
学
校
校
舎
建
設
お
よ
び
用
地
買
収
を
設
け
て
、
続
縫
録
的
一
長
矧
計
闘
に
備
な
か
ら
ず
市
の
事
業
執
行
に
蚕
献
し
て
災
議
対
能
的
物
品
(
ち
布
、
戦
ば
ん

そ
の
也

九
十
六
曜
七
千
六
百
九
十
四
万
六
千
円
分
〉
歩
唱
加
提
案
し
た
立
で
7
。
四
え
ま
す

J
Kた
、
防
災
対
識
と
し
て
、
き
た
競
輪
収
益
も
、
歳
Y
八
に
占
め
る
窃
散
斜
水
な
E
)
、
ろ
ポ
機

寸
排
水
路
時
議
案
一
一
戸
婚
字
国
自

と
い
う
極
大
豆
白
も
の
と
な
っ
て
い
ま
月
一
日
現
往
て
ば
、
己
の
鴇
涯
分
も
合
芭
布
、
乾
ば
ん
、
数
料
水
、
給
水
袋
な
わ
J

合
い
が
こ
ζ
一
寸
一
一
軍
大
吉
フ
¥
落
ち
マ
労
働
者
全
高
対
お
(
預
託
金
)
穴

一
一
平
八
万
円

す
。
財
源
の
尚
見
通
し
に
肢
し
い
も
の
が
め
て
出
発
し
て
い
ま
ず
か
ら
、
当
初
白
ど
の
備
議
員
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
す
込
ん
予
き
て
い
ま
す
喝
し
た
が
っ
て
、
千
万
円

千
須
谷
、
入
野
、
纏
、
長
持
、
万
回

あ
り
ま
し
た
討
、
車
設
を
両
国
関
に
符
5
も
の
と
し
て
政
一
い
ま
し
た
。
際
世
刑
務
携
強
℃
担
、
一
一
一
徳
内
に
お
よ
ぶ
そ
の
分
hT市
懐
(
帯
金
)
に
求
め
る
と

7JPγ
八
福
祉
関
係
蹄
九
七
福
九
千
二
百
枚
錦
、
京
域
川
川
、
む
ず
か
し
端
、
松

た
め
に
、
年
間
白
仔
著
書
見
返
し
五
十
一
一
年
度
の
宇
算
は
、
経
常
経
費
営
農
窃
地
の
育
成
事
告
さ
今
日
皮
主

ζ
ろ
と
な
り
老
支
五
十
三
時
限
弘
で
百
十
九
万
九
平
内
廷
ほ
か
一
路
間
接
曜
、
芦
暴
露

ま
し
て
、
必
要
な
績
を
極
力
当
初
予
算
者
磁
力
切
り
詰
め
た
μ
事
長
選
択
制

r
ヌ
干
上
口
一
せ
ま
す
。
は
、
思
議
金
五
士
一
年
度
当
初
F
算
老
人
民
按
仏
以
説
、
地
説
以
寄
る
一
誌

新
4
4良
、
浸
ぷ
対
慎
排
水
路
(
真

に
一
組
ぷ
λ
れ
ま
し
た
。

ζ

白
だ
め
、
一
の
予
算
と
い
え
ま
す
が
、
各
分
段
白
特
都
市
基
慢
の
奮
闘
で
ば
、
公
共
一
下
水
の
と
き
よ
れ
一
も
十
億
一
一
一
千
一
一
↓
万
円
高
即
日
、
#
パ
健
康
設
資
烹
一
科
料
、
敬
老
問
、
奈
川
川
、
兵
士
震
一
一
、
環
街
〉
整

般
会
計
で
当
初
予
算
と
し
で
は
、
早
域
徴
と

L
ぷ
し
て
ぬ
ま
ず
、
木
造
危
険
道
整
議
事
業
の
第
一
一
一
期
事
業
会
京
@
い
中
止
凶
器
一
一
一
千
六
百
二
十
友
円
〈
章
一
人
初
語
、
そ
の
他
捕
、
そ
の
地

市
と
し
て
「
訪
め
て
の
一
言
語
問
の
六

e
窓
口
校
舎
の
解
消
に
治
梅
田
に
取
り
富
士
見
・
八
端
な

ζ
に
説
明
手
い
た
し
地
銀
の
J
U
台
市
)
ヂ
見
込

Jik~
マ
障
害
者
福
祉
明
ι
品
目
誠
一
一
盤
ハ
ギ
区
マ
街
路
事
業
三
億
九
十
四
百
八
十
五

台
へ
と
乗
せ
た
わ
け
τ
7
a

絡
ん
だ
点
で
す
。
ま
た
、
市
内
玄
初
め
ま
す
し
、
授
ポ
対
策
よ
し
で
排
水
路
盤
己
事
還
後
々
察
官
し
て
い
〈
額
と
な
一
一
一
士
一
万
四
J

十

円

万

九

千

円

た
だ
今
回
は
、
遣
い
う
斗
初
予
算
て
の
ナ
イ
タ
ー
蓄
を
語
喜
多
賄
事
業
に
も
力
支
れ
て
い
ま

D
ま
す
が
、

ζ

の
考
会
え
の
な
身
障
子
望
者
扶
助
費
、
心
身
。
五
市
下
車
議
室
〕
徳
一
一
千

ど
は
刊
一
喜
刷
版
合
い
が
違
い
ま
す
。
L
F扇
町
7
J
Rに
法
け
る
な
ど
、
社
A
出
品
育
施
す
。
関
税
鮮
と
と
協
力
が
お
額
い
し
た
い
と
に
時
中
皮
質
害
者
福
引
手
当
、
重
度
雨
時
番
高
抗
十
抗
日
町
一
一
一
ヰ
釘

し
ま
す
む
は
、
市
説
会
一
一
万
定
例
会
の
設
の
整
備
に
も
議
芝
府
い
ま
し
h

と

こ

る

で

、

閉

山

の

中

ご

事

業

合

法

ろ

で

す

@

朝

長

山

間
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郡
山
、
そ
の
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三
月
定
例
市
議
会
が
一
一
一
月
二
日
か
ら
二
十
八
日
ま
骨
白
日
義
で

開
か
れ
、
昭
和
五
十
三
年
度
の
予
算
が
決
ま
っ
た
。
今
凶
の
争
算

は
、
依
然
と
し
て
蔵
し
い
地
方
財
政
が
拘
い
て
い
る
た
め
、
「
教

育
文
化
白
向
上
」
定
詰
埼
堤
持
議
」
「
農
業
経
揮
の
綬
興
」

「
都
市
基
盤
整
蒲
」

mw各
事
業
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
ど
翠
日
そ
鐙

ぐ
べ
き
会
を
選
択
の
う
え
、
必
要
額
を
予
き
る
制
限
り
主
初
予
帯
に

計
上
し
て
事
業
担
皐
期
勢
付
を
は
か
っ
て
い
る
。
円
予
算
白
内
容

は
一
一
回
に
〉
こ
の
ほ
か
、
使
用
鮮
や
苧
鞍
料
な
ど
の
向
引
き
上
げ
主

日
的
と
し
た
「
平
壇
市
営
ブ
ー
ル
需
開
の
一
部
改
正
」
や
「
平
壇

市
民
セ
ジ
主
l
実
例
白
一
部
改
正
」
な
ど
の
条
例
改
正
と
、
「
庄

膚
表
示
の
設
定
」
な
ど
二
土
ハ
議
案
が
上
淫
さ
れ
た
が
、
す
べ
て

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
踊
終
日
目
二
十
八
日
「
点
‘

「
人
権
誕
議
盈
員
の
推
鴬
」
や
「
一
般
会
計
予
算
」
な
と
七
議
案

が
追
加
提
案
さ
れ
た
が
、
乙
お
も
ナ
ベ
プ
涙
索
ど
お
り
可
A

関
さ
れ

た
。
乙
乙
仁
議
決
杏
れ
た
昭
和
五
十
三
年
度
予
尊
ぞ
除
く
、
主
な

内
容
を
紹
介
し
よ
弓

-
-
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昭和52年度に建設を進めていた八描公民館が、とのほど完腐
し、事器移f式耐子った。市内で18番呂田公匡盟宮。
八幡公民館は、地区における社会教育のコミュエティセ/3<

』として学級や講座白開設などを行って、住民のみなさんに愛

される公民館にしてい〈方針である。地区のみなさんも、文信

教華、斜韮事実習、レク1)エ』よノョジ、集会等にぜひ利用してい

ただきたい。公民館の利用について詳しく矢口白たい方は、八躍

圭;民館 (23-5528)へおたずねを。
o所在地l"l八幡1丁目10番22号 E神奈中パス八橋F車徒車6
分) 0建物鉄筋コンク1)-ト 2階建て〈和革、図書賞、
会議室、集会主室、調理室、 11会議室など〉

を

大人

望襲E草摺議室霊/湖南織広行政センタ
く〉法樺相談毎月第2第 3金曜日 13時~
重苦でも可〉

やその惣の摺談毎月教奇相談、充電事故椴談、内職相談在行

っています@

o県市合同相談 4月28臼 13時~18時 平塚駅北口受番前

E相談は法律将談、交通事剖相談、民政、市政一単位呂談な
ど〉

議技会費量内務談室曹(33)忽33

心配むと穏談‘毎週月曜8 (揮5を除0131時-15時
母子相談・平段、 9時-15i持部分・常設

.!iU見 Q臨 _1良輔.+噛同当時30分-12時

阜時'30分~問時京宝望校fすktf式線量聖書署緩諦軒努力、ら

一 一

?吉E莞摺談窓/市役所曾(23)1111 

恒国般法措本自説・ 5 J'l 9 臼〈火曜沼〉・ 2耳時~16時 人数に信広島がある
人権強揮相談-5月 1日(J'l曙日) -13時~16時
行政苦悼相説・ 5月 1沼〈月曜臼〉・ 13時-16時
登記栢韻・ 5J'l12臼 E金調白〉・ 13時-16時
宅地遺物相談。 4月258(タヨ軍ED ・ 13時~16時 人数こ制限iJlある
住宅相談・ 4月18日 ζ火曜日3 ・13時-16時
鼎間帯笑〈特許〉相談・ 5J'l8沼(J'l曜日) -1自時-15時
下請取引巡回あっせん .4月初日〈木盤尽コ・ 131持部分-16時
消費生活相談・毎週承認車8'1由時-15時
王手伊年相説，平田、自時-16時，常設
争交通事故相談銭趨月曜日 -1日時-16時

φ教育栂談・篭溺でそ楠3S-2121 草生背耐強機犠



。植木市 (9時~18時) 3円間
静岡、埼玉、東京方題と県内の間本えもが出

自し、花木や草化などを且うする。

。巣箱づくり教愛 4凡29Flと30日(10

時~16時コ ロ一点J)-クヨブ主催により、

氾童生徒を対象とした単簡づくり教主を昌司

〈。材斜は主催者iJ'用意するが、村斜伐とい

て持自300:弓を負担。余剰主は対出事金へ。

。寄織活水配布 5月 1R C1C時~11時〉
o窯ニとの配布 4月四日と 4月30日C10時
~12時〉 鉢物と草花用にピニ}ノレ袋1祁
の黒土を配布するo 1500人分市怒したが、先
着]贋な白で早めに申し込4を。なお、容量町立

忘れずに持夢空白

く〉緑化椋談室 3 日間(10時~16晶子コ
県から講師を招いて、会場で配る苗木在中

心に相談に応じる。育て方や病E虫の防Z方
など路間をお持ちの方はお気者主におたちより

を。

く〉模範花壇 3 EJ間 (9 時~18時〉
県立平離農業高棋の生徒による慌範ぽ援を

会場内に設置して、市民のみなさん四百を楽

しませて〈れる。なお、 ζζに嵐ノJ之されてh
る草花の晴望者には、 5J12WFI司9時から
会場で先着順に置己る。

く〉花壌展示 3 汚間 (9時~18時〉
湘南地区造園業者に位頼して、会」婦の中史

に花壇を展示、みなさんに議貰してもらヨ@

o緑化纂金 3 日間げ時~17時〉
会場内に募金稿者設置、市民のみなさんは

緑化推滋事業の手間けをしていただしまた

茶屋を開き措!l上げ白一唱巨を募金にあ亡るe

昨年は、品 654円集まった。

。草花鉢物郎予告 3 日間 (911与 ~18時〉
園芸協会や花商組合による草花等の!W売。
モ自他、時謹諮異や殺虫剤、 IE料也Nn:泡も仔

70 
。京高木セ 1)市 5 月 1 日 (13時~16時コ
植木市へ出底している常高が持ち高り、-[!:

日市を隠し充D上げは対化等主へ。昨年は
69，7叩コヨ

o防犯格談コーナー
161時〉
平車重姿察署白防犯諜によ幻、各種防犯器具

の展示や相談を7ける。

4 月29 円 00時~

り
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事
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義

反射的に、外に飛び出すと屋署捜友;や窓ガ

ラスの五度寸などが落ちてきてかえって危険

です。大きな地察官も、大ゆオ"ま一分伎で

おさまるといわれていますので、あわてな

いで次になすべき行動在自分自身にいいき

23-1111内縮404
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、
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れ
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。

新
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、
戸
籍
、
住

民
票
、
印
銭
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の
笹
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目
山
ま
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奈
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出
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正
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口
が
大
変
混
雑
レ
、
濃

い
時
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れ
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が
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け
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さ
れ
る
と
、

持
つ
時
間
も
中
よ
〈
ザ
し
ず
む
。

ぜ
ひ
、
色
協
力
を
@

5月 sは霞定資産税、都市計磁税、
軽自動車税の約英首です

φ納現出張諮問
・4月28fl ζ金〉とド後 1 時3D オ~3持

'富士見公民館と調章旗丁会貧富

なお、納部のふf主読は市役所窓口11番で受
け付けています幽

是認 〈窺〉
<>薬会主華街 卒者聖書史上詰札口議

午前7持分襲合

。コース平塚駅-[j開持…谷観駅 e 野

南関戸。大野LLJ 深沢1lIl落鍛治屋敷〈解散〉

吋山記号宅一平援島~ 06 加〉

。事寺参すもの 弁当、京街、潟県、
はきなれた靴と交J車費7合。河を用意。

担当 体事著書架 (3D 号事号
越鎗卑淘-標輸磁鰐毎間続鍋鶴儲環罷詔碍抱侵略伝

一 一

裁でも自由に利用できる。種目はパス

ケット、パレ日、パドミYトY、卓球。

府県はできるだけ各自持捧7る。

04 月24Eヨ〈湾〉午後 1 時~8時

05月草 8 (月) ? 

。タ 22弱〈月) ? 

※なお、運動くやっとよばき〉と運動ので

きる腹畿で委参加するとこ晶
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て
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掃人体力づ<'0教室
揖く連動中央大会

第 27@1月間少年マヨソン大企
畏業fill体育大金
社交ダンス講習会

第28邑j月間少年マヨソシ大会

実業団体育大会

第25@J市内一周叡伝競走大会

館 18凶実業団駅伝競海大生
市民スキ」議寄生

第 8l8l月割j少担マラyy大会
館人悼宵づく D教室
第30[百月間少年マラyy大会
第 9思少年マラジジ大企

一家観
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。
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収
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収
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収
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収
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官10月~12月

官11月 5日

官11月198
-<<11月26日
合 11月27臼，__12月1臼

官月178

官12月 3臼
古 1月7臼
-<< J'l14白

官 1月19日'"'""'22日
昔 1月28司

官 1月-3月
官 2月18Eヨ
合 3月18沼

会 4 月 ~6 J3

女 5月14[J

党タ 16日
合 6JJ 1ヨ日 市民主主山

合?' 18El スポ -yの祭典
脅 in29円-8月5日 少埠野球大会
党 7 9月 揖人能力づく D教"，官

合 8月 揮 12自主l.r"f手少女ノ:Kvk大会

合 SJ'J27沼 市民総合部育大合。

掲人依ゴ7づ<'0教主



市商工課と県立技間曽寄託練セジ占}湘南支所

では、技能水準向上のため講習会を開〈。

。筒鐙露軍i交の滋め方(1)
問題解決の窓輔、分類、問題解決のプロセ

氏とその急所について事闘を用いて研究する

物資格設督者訓練修了者または管理者詩人

を対象。

・講習 6 月中旬午後2時~5時まで.

0生態管理入門
智勝手法を初掛からわか'Dやす〈指帯。

e資格 中小宣議¢管理、監督者および主主産

管理者克信長しようとする方。

a講習 5月下旬。 20入者対象。

<>OJ の進め方
単なる押しつけの部下指嘩でな〈、億人総

"YJ0均実に新しい方向 曙結語白能力アップ

←ーを含めて揖掬する方滋論む研究とあわせ

て、実際の効果的層調。こ役立つO.fTのスキ
んを体験的につかむζ とをねらいとする講習

・賞格時長、課長等の職場管理者15人対象
@講習 4 月初日~28日の 6 E1問、午後 1 時
から5時まで。

<>監寵草者訓練 (τw) 
第一線監督者に主主替者として白萎本主切な授

織を身につけ吉せ、監督能力を発揮させる。

@資格第一ω融監督者、組長、班長、職長等

10人を対象
e講醤追って決める。

。プレス機械作業主任講習会
労働安全構生活に基づき、プレス樺忠商作業

主任者自資格を取得するため白もの。

・資格プレス構融持業に5年以上の経験者
20人を対象。

く〉綾盤喜基礎作業法
職種転換や手加工作業に従事される方で、

交換 E霊会
• 5 sll4臼〈臼コ 10時と14時
「学欝の旅シ9ーズ 日光j カラ-15分
「学醤白旅シ9-ズ奈良」 カヨー20分
「京都揮所」 カヨー25分

先こども挟商会
• 4-'l23沼亡日) 108寺と14好寺
「わんわん白冒険旅行J カラ- 45分

• 5月2在日〈白) 1C時と14時
「おとし穴J 力三ラー 15分
「赤い酒船J カヨ- 40分

史登録替え
5(]年度に登録された方は、利用券の有効競

限が切れましたりで、量豊鋸替えそしてだ〈さ
ν、。

交関童書草寺i問
・貸出雲室、重参考室、学習室

火~尽瞳日 9時~16時5日分
.ζども主主

火~土曜日 13時-16時50分
日韓日 9時 -16時5匂ま

i 
" さらに槽続奴幻ヱの分野に技能を拡げたいと思言。

われる方iこ対し、旋盤加工由実技を遜己、機宮禁
穆勃ロヱ四基礎掛7な技認を習揮するためのもの重跨
a資格轟務教育悼了者5入者対象 言霊

・講留 5月ll El ~6 J'l 29日 宮苧

。務総といし敬別郎、作業 i ~空
間講留は、特溺教育俸滞在取得するた日

めのもので、あわせて基徳的な知識と技能向 t~ 
上空間るための講習会。 eV-';潟
・資格研削といしの取D替えまたは、取D 霊祭z;
替え時の試i璽転の築務に従事しようとする~ cう容
方および、 ζ 田教育を受けようとする希望長一

者25人を対象。 唱

・議謬 4J'l17E1-28日午後6時から8時25， 
分まで。~

<>1、2級技能士実技議習会 主
本年度技能検定実技試験を受検される方々 E
のためのもの。 昌

宏

・資格二工場寂金1、2組技能検定築技受験望
者 F
e講習第1臼 6月26E1(月)-7月10臼 三
E月〉、第2症"7月11日〈火コ -7月24臼量
〈月〉午後5時から8時30づままで。 車

<>2級技能女学科講努会 5 
2組技能検定仁ブヨント配管コの学斜霊式職員
に合格できる濃度の知識を悟得することを自

的としたも由。 e^ 
-資格 2綾技能検定の受検資格に定める経官経

験年数と間程度の実務経験のある方。 20人主主E
対象。 主主t
-講習 5月 8臼 C日)iJ'u7月28E1 (金〉 霊場
までの34日間。午後6時-8時'55分 tま
や取し込み市商て課工業係同意してあ i、
る申込書に記入自うえ、商工課へ申し込みを

・商工課ヱ罪Wi¥仁23コ 11 1 1肉親550

食休措日

毎週月閣臼毎月月末祝EI(4月29臼・
5J'l3臼・ 5月 5E1コ
*図書書籍 干254 平援市浅官官12-41

電話 (3Dむ415

*"，生文審議読会会員事事築

・期間 5月から54担 3月まで。
・臼時毎月第2・4土曜日午後2持から盛
時まで。

・対象一般男女 E高校司以上〉
・人員 40人〈ただし、先蕃糠〉
。応募方法往復はがきに民名、住所、年齢

者記入むうえ 4月25尽までに申し込みを句

会
市街地に多

いセイヨワタジポポと、郊外のカジトウタン

ポポの2種類があるeζ由 2つ白分布を謂べ
てみることになった。だれでもできる簡単な

言産量まな白で、ぜひとき協力を。

a説明会 4月30臼仁日〉午後1時から「タ
ンポポ調資自主活j

・調査日 5月 1白から10日。各自っとまうの
よいときに半白調査を行う。

・まとめ 5 J'l14E1 (EI)午前1筏侍から
・申し込み 4月25日までにはがきで申しi6
1J"，ノJ、今生5年祭以上@
会博物錯干254 浅碕IllJll-41 33-5111 

1なお茶の間段本史
一一生;劉こ役立つ日本史 E紡[時代コ一一
・とき 4月羽田から毎月第3水曜臼午前10
時から12時まで。

2 

*"ふるさとの民5語教護 i 
一一一民認の款とおど自の研究・練習一一一 三

とき 4 J'l21臼-5 J'l26日の毎週金曜日午 ; 
後昌時30分から呂時30分まで。
・対象青少年・一般20人を対吉良 ; 

会サーク)~ワーダー会議 i 
一一紹和53年度活動についてー-
・とき 4月26日 α0午後5時30分から 8 j 
時30分まで。 ff
・対象会館利用主データノレ9ω ダー20人を吋 3 
室長 3 

*"ビュー0-丹例会主義 j 
-ーボランティァ，ピz一口一!こ局する諾し ; 
合い一一-

・とき 5月10臼 E水〉午後6時30分から 8
時30分まで。
@対象重参加自由 Z 

会たのしめるギター教室
7~ーク a ギター入F守一一

aとき 5 月 17 臼 ~6 月21 日までのfã正直必く摺

8時'30分まで。
-議西宮

司対象 車区怒青少年20人を対象
食休館8 毎週月曙沼と4月29日、 5月 3日
6臼

箱詰または:藍接来

事



豊富対象・接種当日に満3か月を経過

して、 18か月末構¢乳主力.mc潟18
か月に達しないうちに2聞の絞閣
をすませる〉健康上の理由で受げ

られなかった人は、辞書4歳に迭し
ないうちなら受けられます。

重富時間・ 13時3分 -15時まで。ただ
し封印の会場は14，寺---15時。
巡回日程

4月25日談蕎公民館規公民館
出中央護協土F亡支所

'" 26日大野公民館
横内団地集会場

探豊田公民館

タ 27日須費公民館
同松原公民館

出金田公民館

'" 28日 中原公民館金自公民法官
出岡崎公民館

5月号白神田公民館八機公民館
出揖島公民館

" 10日花京公民館
平塚市民病被

会住所八重咲町 7-20 i斗主草子底
[モコj を経営田小飯累幸数百さん

(35議〉と矢口子苫ん仁27.成〉由長交
67!'月百身長68'j<、部議78キロマ。 52
年10月15臼主まれ。おブロに入ると
きはパパとおfもちゃんと-l¥書に入る
Cとが大好き。ノむてがとてもやさし

くて、屈が終わると一手蓄に寝たDお
むつも替えてくれる。それに活道お

兄ちゃん (3揖コもよ〈遊んでくれ

る。でもカゼもうつされちゃった。

。卒論書(佳辰番号付番申請書〉を市民課

窓口に祭出してください。

。伎居番号は「住所jと11のつくすべて
のものに使用される大切なものです。

民詳しいととは、市民課〈宣車誕23-11111"晶

229)へお問い合わせください。

f穏1謹まで白赤ちゃんを対室長
時笥は9時30分~
1び時3即卦母子長主菅手援を持参。
4月18日 神田公民豊富
fr 20日 信事碕公匡設官
ク 25日大野公民館
~ 27日吉沢公民館
5月 2日 須賀公匡工会宮

グ 4沼金田公民館

711日 土議公a貧富
ク 12B 市役所B会議室
9' 16日 富土党公使館

日程 5JlI司、 8日、 15日、 22日
場所市街ヲ庁B会議室
申し込み倉庫諮7加、ガキで

浅間田J9-1市保健衛生課
電話 23-111主肉親259・260

一一一保健所だよ世日一吋

φ平域保健所〈電話32-D130)
母子健康苧阪をお持ちください。

題車場所 平認揮健所

富震時理 13時-)4時まで

(3か丹児検診3
5月12B 53年 1月 1臼-10日空
，t 19日 53年 1月11臼-20臼生
9' 26B 53年 1月21日-31日生

(3歳男検診3
5月4日 50年 3}H日-10日生
ρ 18日 50年 3J'311日-20日主主
fr 258 50年 3月21臼-31日空

主主棲10か月から12か月未満白亦ち
ゃんが浸ける健診です。受診をきる

~撹機関が殴られます。くわしいこ
とは保控室所におたずねください。

もって室電いましょう

諮式電録一一~q:l 日]

狂犬病予防注射一一年2[UJ 

ζれは犬を制うための鼠悦

条件吉ず

Jj守宅底スーパー奇麗腐

6121"J 回目弓 608Fg 

179F弓 168f'l 165丙

158flJ 153円 149月

149;;3 1431'] 183河

239ドミ 234fCj 2391'3 
558P3 538Pj 544F司
160円 159f可 154円
240f弓 221f弓 235円
622f弓
69C司

消費者メ宅..... ζ念U二tJASマ
}ク。飲食米L弘、農 a林'水産物
加工賞品などについて、モ白規格

に合格したものにつけられる。

掛金iま……・おとな1人年額 3曲内

・こども〈中学生以下) 1叩内

・老人、身障者糟薄者 2∞内

務務iま・…毎年5月 1日から歪翌年の4Jl30B 
まで。(途中加入の方は、申し込んだ自の主主年

目4月初日まで肯室町コ

E詳し込みは......掛金をそえて申し込めば、

代獲仇でもすぐに方形凡できます。受け付.;-f立

市役所、市内各農協、銀行で受げ吋ける。

食器罰金課 程霊童話23-1l!l肉離254



な
お
、
当
日
ほ
実
際
氾
ダ
ム
か
ら
ま
た
、
善
意
銀
行
で
は
、
決
の
揖

放

流

は

し

な

い

。

ラ

ン

チ

ィ

ア

を

求

め

て

い

る

。

e
誠
山
ダ
ム
管
護
事
imkm
〈
電
語
。
母
更
広
ボ
一
フ
一
Y
テ
ィ
ア

四
一
一
七
i
八
二
i
一
一
八
一
一
二
〉
衣
類
党
主
止
し
て
く
れ
ゐ
人
@

;
;
可
申
席
一
弔
問
山
一
時
一
保
育
ポ
一
ブ
Y
一ア
f
ア

M

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
一

rli

一
一
日
一
了
一
二
時
間
障
拝
児
研
一
一
保
育

あ
な
た
む
ほ
ん
白
伊
し
の
余
殴
を
し
て
ぐ
だ
さ
/
千
人
。
(
月
に
一
j
一
一
度
)

普
議
密
行
に
寄
サ
て
い
た
だ
き
た
い
マ
説
現
金

4
月
四
日
(
ポ
)
午
後

日
か
月
仁
一
時
間
、
一
週
間
に
一
時

1
時
か
ら
福
祉
長
鰐
研
修
会
一
で
。

問
、
そ
ん
な
あ
な
た
の
余
暇
が
、
窓
受
議
〈
パ
ス
で
平
塚
厳
か
白
伊
勢

ま
れ
な
い
人
た
ち
に
梧
望
を
与
え
て
開
凶
行
に
乗
り
横
浜
ゴ
ム
理
子
車
〉

〈
れ
る
。
今
す
ぐ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

相
談
室
へ
e

マ
相
談
白
一
因
週
水
車
土
曜
日
午
前

閉
山
時
か
会
甲
山
慌
3
時
ま
で
。

マ
埼
所
福
祉
会
館
協
脅
塗
(
電
尋

問山
i
}
一一一七七)

学
伎
が
議
開
む
ち
な
ん
で
、
四
月
十

七
日
〈
月
〉
が
り
一
一
十
二

5
2〉

去
で
の
六
臼
潤
1

研
究
所
を
}
般
公

開
す
る
@

期
間
中
は
、
捜
業
総
合
研
兜
反
白

実
説
研
究
施
設
白
川
宙
関
や
麦
、
}
に
み
〈

車
、
ミ
Y
パ
、
ホ
ク
レ

y
ソ
ヲ
、
レ

虫
ス
な
い
と
の
品
種
度
一
加
を
し
て
い
る

倒
、
ま
た
ぎ
か
り
使
わ
か
い
き
FK段

機
室
長
一
般
議
事
れ
る
。

そ
し
て
、
二
十
〕
日
(
金
〉
と
二

十
二
日
〈
土
〉
白
一
一
日
間
は
、
閣
時
議

集
者
に
よ
る
植
木
、
軍
基
宮
町
即

売
会
も
開
聞
か
れ
る
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ

一
度
均
で
か
け
に
な
っ
て
ん
仙
、

な
お
、
団
陸
で
目
撃
事
望
ふ

る
揚
合
は
、
事
前

γ選
絡
を
し
て
お

ぜ
い
は
当
日
職
一
白
黒
川
案
内
含
し
て
〈
一

豹

若

一

マ
日
時

A
月
げ
日
j
沼
田
午
前
9

一

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
e

一

マ
四
月
品
川
平
塩
市
寺
田
縄
問
九
六
一

(
神
戸
市
中
パ
ス
大
楽
評
行
経
常
踏
ん
百
一

研

究

長

荊

下

車

〉

一

一

会
絡
先
、
毎
日
町
出

i
Q一一一一一一一一一一

駄のよい日をお弔めにお申し込み

〈ださいe
施設檀用料

C結婚式場一…………....2，OOC可
。披露要会場 (50人以内 2，200符
o <- 仁80人以下)2，4叩問
市民センター事務局32-2235

農申鑓 C上平理八雲霊神社〉
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〉

私たちの生活の由には、千;支

〈えと〉によって物事を'1叫析した

E祭担在行うととがたくさんあり

ます。干支という心、干と十コ

支を組み合わせたもので、毎年干

支が変わるだけでなく、 1Bむと

にもf、fいていて、変わっています0

60日空車佼として向、レ干支が巡っ

てきまずが、己の中には在〈から

重んじられていた臼があります。

をの中で代表的なのが庚申くかの

えさるコの日です。

庚申の臼には、庚申書老〈ζ うし

んとう〉という祭vが行われてい
ます。市内では少な〈なってきま

したが、近所同志の家が河野か察

まって講を組んでいます。市内北

金自の大久揮では、 7軒の家で講

を恕み、 2か月に一度の庚申の尽

の夜に主義まっていました。宿はj般

にい膏て首会見日〈しょうめん乙ん

とう〉の鋒け軸をかけ、夜貴を貴

べます。重苦し講といって世間話し

をするだけでしたが、お金を出し

あってカラカ?を買ったりもしま

した。 ζのζとから庚申告毎のζと

者カサ務ともいっていますが、背

在百金用jには手iJj何本も滋7J'れしごお
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ず
あ
の
で
、
車
検
堂
受
け
ら
れ
る
方

は
、
税
を
完
納
し
た
の
ち
、
切
灼
離

し
て
な
ぞ
え
子
に
保
存
し
て
お
い
て

い
た
だ
き
た
い

何
日
門
口
か
ら
辺
認
ま
で

隣
自
授
業
総
合
罫
究
所
や
ほ
、
科

日刊日ん君日町一九

私たちの暮らしの中には

苦から伝わ虫、続けられて

いる行事やしきたDなどが

たくさんあbます。 ζ うい
うものに自者向け生活の震

史をちぇτみましょ ')0

市役所で購入する物品は用度課が窓口となっている

ー
パ
す
!
売
上
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一
一
万
一
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円
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恵
ま
れ
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、
市
川
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観
光
一
一
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千
五
百
八
円
、
若

F
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一
一
千
三
百
円
、
扇
松
高
円
会
代
表
田

沢
克
男
九
千
円
昂
十
円
、
周
申
告
期

限
在
福
一
一
千

42d五
円
、
医
名

一
万
一
円
、
福
夜
会
館
売
活
千
五

百
五
円
、
花
井
芳
奈
子
e

佐
原
/r

六
千
一
一
白
十
一
円
、
平
援
林
友
会

六
万
円
干
七
占
八
十
四
円
、
松
田
玲

子
@
祐
子
・
陽
一
一
一
万
向
。

入
札
に
よ
っ

τ行
わ
れ
て
い
る
よ
つ

で
す
が
:
。
問
)
品
名
、
同
一
品
質

問
一
倍
格
の
場
合
は
、
市
内
白
居
住

警
の
京
ら
買
っ
て
も
ら
内
震

の
密
誌
な
措
墜
宇
伊
伝
レ
い
と

嗣
聞
き
ま
し
た
が
い
か
が
で
し
ょ
う
。

小
周
康
、
事
ヶ
輔
、
藤
沢
の
各
市

も
市
内
宇
田
の
分
を
優
先
さ
せ
て
い

る
と
開
聞
き
ま
し
た
が
、
市
田
一
考
を

お
縁
い
し
ま
す
。
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市
が
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W
裳
と
す
る
物

…
喜
久
日
吉
、
華
ね
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に
側
斜
務
事
に
よ
っ
玄
申
晶
画
な
と
こ

乙
れ
は

時
な
ど
、
子
供
自
身

い
気
そ
っ
け
な
く
ち
ゃ
」
と
思
っ
て

れ
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
一
す
。

む
と
う
い
42ち
ょ
っ
と
し
た
誤
ら
も
な

り
4α
責
め
た
り
九
一
つ
の
ζ
と
に
対
し

か
籾
玉
三
、
ね
ち
ね
ち
し
か
っ
た

2
1日
係
り
す
れ
ば
、
子
供
の
ひ
の
中
に
は

清
親
へ
む
怒

P
や
反
発
が
ど
ん
ど
ん

一
一
ん
ぺ
き
く
な
る
ば
か
り
で
、

z決
と

内
一
聞
に
ミ
ゾ
を
作
る
こ
一
と
に
な
っ

グ
い
く
ら
し
か
っ
て
も
一
学
っ
こ
で
し
ま
い
ま
す
。

と
を
き
か
な
い
H

な
ど
乏
な
げ
く
効
梁
白
あ
る
し
か
り
し
万
字
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お
母
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
う
と
患
っ
た
ら
、
ぞ
の
持
白
子
供

こ
ん
な
持
、
し
か
つ
て
効
果
が
あ
の
気
持
ら
を
理
解
し
、
子
供
が
納

あ
の
か
、
逆
に
長
い
状
態
に
な
っ
得
な
ぎ
る
よ
ち
に
し
な
け
れ
ば
な

て
し
ま
う
の
支
は
な
い
か
と
お
思
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
幼
児
に
対
し

い
に
な
る
で
し
ょ
う
。
で
は
、
時
間
を
お
い
て
ト
νか
つ
て

し
か
る
と
い
う
こ
と
は
、
子
供
峠
沼
田
町
が
あ
り
ま
せ
ん
。
時
闘
を

の
行
動
が
気
に
え
ら
な
い
か
ら
と
お
く
と
、
何
を
し
た
ζ
と
で
ト
νか

い
っ
て
綴
一
橋
約
に
怒
タ
コ
エ
コ
円
E
怒
ら
れ
て
い
る
の
が
滋
い

を
ぶ
つ
け
る
む
と
は
品
院
マ
J

こ
有
明
出
せ
な
い
で
、
た
だ
、

代
子
供
が
思
い
こ
と
瀬
下
品
プ
子
協
し
か
白
れ
た
と
い
う
こ

を
く
り
返
さ
な
い
ま
士
一
一
か
許
え
J

P一
、
ぷ
泊
酬
に
残
D
ま
せ

に
す
る
た
め
の
も
の
な
苧
ラ
ム
罰
ん
a

惑

を

喜

し

た

す

。

っ

号

、

主

は

綴

斗

約

肘

皆

、

禁

止

す

る

5

し
か
ら
れ
る
こ
と
に
よ
さ
」
ゴ
ニ
円
d

で
な
く
、
な
ぜ
い
け
な

っ
て
、
判
断
や
行
動
の
県
語
辞
白
い
む
か
、
年
齢
に
応
じ
て
、
わ
か

分
の
中
に
作
り
あ
汐
て
い
き
、
自
わ
や
す
ぐ
説
明
し
て
あ
げ
る
こ
と

分
の
行
動
を
コ
ジ
ト
ロ
ー
ル
す
ぎ
が
必
喪
主
3
0
そ
の
時
に
は
、
お

る
よ
ム
ノ
に
な
ゐ
の
官
ず
。
で
す
か
尽
さ
ん
自
身
が
、
子
供
を
信
頼
レ

ら
、
子
山
町
自
身
長
判
断
が
で
き
亡
説
崩
ず
れ
は
埠
じ
る
と
い
広
三
設
付

い
る
k
pな
場
合
に
以
、
し
か
る
ち
を
も
つ
こ
と
も
大
切
で
す
。
軍

忠
嬰
な
芸
品
川
り
ま
せ
ん
G

例
え
ば
外
、
子
供
は
、
年
司
心
に
納
得
で

誤
っ
て
お
阻
を
わ
っ
て
し
ま
っ
た
き
る
も
の
で
す
。
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⑧会主主の帰りに気軽に{弓か学び、たい

⑧生活の知恵や教主義を高めたい

⑧依頼できる友達がほしL、

そんなあなたのために開設されるのが平塚市背
年教室です。

。聾週火曜日〈午種革時~コ
ー茶道、華道、毛筆、写真、ベン字、絵頭

。海週木曜日仁午後告時~)

・教室妻、子二E菜、料主章、レタYング

φ期間 53年 5月"'54年2Jヲ(10か月〉
φ資格勤学青少年18歳~25歳
ゆ申し込み 4月28."1までに青少年諜へ。

〈申込脅iJj青己長年諜にあるコ

※時い合わせ 青少せ手課23-1111内錨505
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